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様式１ 

病 院 開 設 事 前 協 議 書 
１．開設者に関する事項 
 
 （開設者が医師である場合） 

氏   名  医籍番号  

住   所      ＴＥＬ 

開設者が現に病

院若しくは診療

所を開設管理若

しくは勤務して

いる場合には当

該医療機関の概

要 

区   分 開  設 ・ 管  理 ・ 勤  務 

施設の種類 病  院 ・ 診 療 所 

病 床 数 

一般 
療養 
精神      床 
結核 

名   称 
 

所 在 地  

診 療 科 目  

 
 （開設者が法人である場合） 

法 人 の 種 類 医療法人 設立年月日 平成 4 年 5 月 12 日 

名       称 医療法人社団 和敬会 

主たる事務所の所在地 兵庫県三木市大塚一丁目５番８９号 

代   表   者 氏名 足立 憲昭 住所 個人情報のため非公開  

法人の目的、事業 
病院を経営し、科学的でかつ適正な医療及び要介護者に対する看

護、医学的管理下の介護及び必要な医療等を普及することを目的

とする。 

 
 
法人が現に、

病院若しくは

診療所を開設

している場合

には、当該医

療機関の概要 

施設の種類 名    称 所   在   地 病床数 備 考 

病院 
 
 
病院 

みきやまリハビリ

テーション病院 
 
さんだリハビリテ

ーション病院 

兵庫県三木市大塚一丁目

５番８９号 
 
兵庫県三田市富士が丘五

丁目１６番地１ 

166 床 
 
 
69 床 

 

自 己 資 本 比 率 
（医療法人の場合） 

9.7％ 

 
 

-2-



２．開設しようとする病院の概要 
 
 （１）基本的事項 

名        称 協和病院 

開 設 の 場 所 兵庫県神戸市西区押部谷町栄 191-1 

開 設 予 定 年 月 令和 4 年 9 月 1 日 

診 療 科 目 内科、循環器内科、外科、消化器外科、整形外科 

病 床 数 

99 床（一般 54 床・療養 45 床・精神  床・結核  床） 

病床機能区分（医療法施行規則第 30 条の 33 の 2）による分類 
（高度急性期  床、急性期  床、回復期 54 床、慢性期 45 床） 

特 色 地域包括ケア病棟および医療療養型病床を有し、回復期以降の入院

診療に対応している。また、通所リハビリテーションや訪問看護の

介護事業所を併設し、医療・介護の連携により切れ目のないサービ

スを提供しております。 
 開設趣旨及び 
 病床数設定の考え方 
 
・ 提供する医療の内容 
・ 当該地域の医療事情 
・ 近隣医療機関との連携等 

基準看護又は新看護の内容(予定) 一般 13 対 1 療養 25 対 1 

療養病床設置の予定 有 (45 床) ・無 老人特定許可の予定 有 ( 床) ・無 

規則第 30条の 32第 1項の規定による特例  有（  号  床） ・ 無 

当院が属する神戸市西区北部の押部谷地区や隣接する三木市南部に

は新興住宅地が多く存在しておりますが、いずれも少子高齢化が進

んでおります。このため、現在当院の患者像は回復期や慢性期が多

くを占めており、近年では特に慢性期が増加傾向にあります。 
よって、今後は回復期や慢性期を中心とした医療および在宅・介護

サービスのニーズが一層高まると推察されます。 
また、患者像よりリハビリテーションの必要性が年々高まっており

ます。 
そこで、西神戸医療センターをはじめとする急性期病院等のバック

ベッド機能としての強化、診療所や在宅・介護事業所や施設からの

受入等の連携推進、更なるリハビリテーションの提供体制の充実を

図り、地域に密着した医療、地域より求められる医療を提供してい

きたいと考えております。 

敷 

地 

の 

状 

況 

面    積 自己所有予定地 621.38 ㎡   賃貸借予定地 1,684.72 ㎡ 

自己所有予定 
の 場 合 

取得の状況  取 得 済 ・ 取得交渉中 ・ 未 交 渉 

交 渉 状 況 令和 4 年 3 月 1 日 基本合意書締結済 
令和 4 年 8 月 31 日 所有権移転および登記予定。 

自己所有予定 
で な い 場 合 

所 有 者 次の 4 個人および 1 地方自治体である。 
    、    、    、    、 
神戸市 

使 用 形 態   賃貸借  ・  その他 （       ） 
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他 法 令 解 除 
の 必 要 性 

 
   有 ・ 無  内容 

建
物
の
状
況 

構 造 概 要 鉄筋コンクリート・鉄骨造 陸屋根 4 階建   延床面積 3,538.42 ㎡ 
鉄骨造 亜鉛メッキ鋼板葺 2 階建         延床面積  184.15 ㎡ 
鉄骨造 陸屋根 2 階建               延床面積  106.92 ㎡ 

所 有 予 定 者 医療法人社団 和敬会 
自己所有予定 
でない場合の 
使 用 形 態 

 
  賃貸借 ・ その他  

周 

囲 

の 

状 

況 

交 通 機 関 

神戸電鉄 粟生線 栄駅 徒歩 2 分 
神姫バス 栄駅前 徒歩 2 分 
山陽自動車道（木見支線）／ 神戸淡路鳴門自動車道 神戸西イン

ターチェンジより 7 分（4 ㎞） 

近 隣 の 状 況 

既存の地区（押部谷）に加え、新興住宅地（月が丘、桜が丘および

隣接する三木市緑が丘など多数）が存在する。 
交通の便は非常によく、近くには、鉄道駅、バス停、高速道路のイ

ンターチェンジが存在している。 

 
（２）施設及び構造施設に関する事項 

法 
 

 

定 
 

 

施 
 

 

設 

診  察  室 6 ヶ所 64.24 ㎡ （科目 内科、循環器内科、外科、消化器外科、 
整形外科） 

処  置  室 2 ヶ所 51.26 ㎡ （科目 内科、循環器内科、外科、消化器外科、 
整形外科） 

手  術  室 1 ヶ所 53.22 ㎡ 臨床検査施設 1 ヶ所 24.66 ㎡ 
エックス線装置 X 線撮影・テレビ装置、ＣＴ撮影装置、乳房撮影装置 他 
調  剤  所   1 ヶ所 23.35 ㎡ 消 毒 施 設 0 ヶ所   ㎡ 
給 食 施 設   1 ヶ所 76.82 ㎡ 洗 濯 施 設 0 ヶ所   ㎡ 
給 水 施 設 有 暖 房 施 設 有 
汚物処理施設   4 ヶ所 11.27 ㎡  
分 べ ん 室   0 ヶ所    ㎡ 新生児の入浴施設 0 ヶ所   ㎡ 
機 能 訓 練 室   1 ヶ所 120.3 ㎡ 

（内法 107.01 ㎡） 
談 話 室 2 ヶ所 73.28 ㎡ 

うち 1 ヶ所は食堂兼用 

食     堂 1 ヶ所 55.69 ㎡ 
（内法 50.31 ㎡） 

浴    室 1 ヶ所 79.57 ㎡ 

病 

室 

     1 床室 7 室  99.64 ㎡ 
（内法 80.12 ㎡） 

       2 床室 2 室   38.73 ㎡ 
(内法 32.36 ㎡) 

      4 床室 22 室  702.65 ㎡ 
（内法 619.25 ㎡） 

      床室     室   ㎡ 
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その他 
の施設 

ナースセンター、中央材料室、内視鏡室、脳波・心電・心エコー室、腹部エコー室、相談

室（地域医療連携室）、医局、当直室、休憩室、職員食堂、事務室、通所リハビリテーシ

ョン、訪問看護ステーション 他 

階段、

エレベ

ーター 

室内直通階段 
2 ヶ所 （EV 横） 幅 1.6m、 蹴上げ 18 ㎝、  踏面 27 ㎝ 

（薬局横） 幅 1.47m、 蹴上げ 18.5 ㎝、 踏面 27 ㎝ 

避 難 階 段 屋内 2 ヶ所、屋外 3 ヶ所 エレベーター   2 ヶ所 

設 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

備 

放 
 

射 
 

線 
 

関 
 

係 

診療用エック 
ス 線 装 置 

有  直接撮影装置、間接撮影装置           ・無 
   透視装置、ＣＴスキャナー、その他（乳房撮影装置）  

診療用高ｴﾈﾙｷﾞｰ 

放射線発生装置 

有  直線加速装置、ベータトロン、         ・ 無 
  （リニアック、ライナック）、 その他（    ）  

診療用放射線 
照 射 装 置 

有  60Co 照射装置、 123I 骨成分分析装置、     ・ 無 
   その他（                 ）  

診療用放射線 
照 射 器 具 

有  管、針、球、ビーズ、板、アプリケーター、   ・ 無 
   その他（     ）、使用核種（      ）  

診療用放射線 
同 位 元 素 

有 （使用核種）                  ・ 無 
                            

臨床検査施設 
自動血球数 CRP 測定装

置、血液ガス分析器 他 
消 毒 施 設 なし 

消 防 用 施 設 スプリンクラー、消火栓他                                                        防 火 施 設 防火戸 

その他の施設  

 
（３）人員に関する事項 

管 

理 

者 

氏   名 山下 義信 医 籍 番 号 個人情報のため非公開  

住   所 個人情報のため非公開  

主たる経歴 

昭和 48 年 3 月 神戸大学医学部卒業 
昭和 48 年 7 月 神戸大学第 2 外科入局 
昭和 54 年 4 月 高砂市民病院 入職 
平成元年 4 月   同 外科部長 就任 
平成 14 年 4 月 公立御津病院 副院長 就任 
平成 21 年 4 月 たつの市民病院 院長 就任 
平成 26 年 4 月 特定医療法人誠仁会 協和病院 院長 就任 

現在に至る 
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人     員     配     置     計     画 

職 名 必 要 数 予 定 数 確保済人員 職 名 必 要 数 予 定 数 確保済人員 

医 師 3.95 4.8 4.8 薬 剤 師 1 1.8 1.6 

看 護 師 
24 

28.7 25.7 栄 養 士 1 1 1 

准 看 護 師 7.2 7.2 放射線技師  2 2 

看 護 補 助 者 11 19.0 19.0 調 理 師  0 0 

臨床(衛生)検査技師  1.3 1.3 事 務 員  14.8 14.8 

理 学 療 法 士  8 8 そ の 他  6.9 5.9 

作 業 療 法 士  2 2 計 40.95 97.5 93.3 

 
（４）人員算定根拠及び計算式（医療法第 21 条各項に基づく必要数） 
 
【人員算定根拠】 

・1 日平均入院患者数   76 人（一般 34 人、療養 42 人） ※令和 3 年度実績 
・1 日平均外来患者数   48 人  ※令和 3 年度実績 
・1 日平均外来処方箋枚数 1 枚  ※令和 3 年度実績 

 
【各従事者の必要数および計算式】 

（医師） 
・必要数 3.95 人 
・計算式 

  一般入院 34 人＋療養入院 42 人／3＋外来 48 人／2.5＝ 67.2 ＞ 52 
  （67.2 － 52）／ 16 ＋ 3 ＝ 3.95 ➡ 端数処理不要 
 

（薬剤師） 
・必要数  1 人   
・計算式 
 一般入院 34 人／70＋療養入院 42 人／150＋外来処方箋枚数 1／75 ＝ 0.778 ➡ 1 
 

（看護師・准看護師） 
・必要数 24 人 
・計算式 

一般入院 34 人／3＋療養入院 42 人／4＋外来 48 人／30 ＝ 23.43 ➡ 24 
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（看護補助者） 
・必要数 11 人 
・計算式 

療養入院 42 人／4＝10.5 ➡ 11 
 

（栄養士） 
・必要数 1 人 
・計算式 100 以上 1 人配置。当院は 99 床 
 
（５）関係者との協議に関する事項 

関  係  者 協議状況及び結果 

地 元 医 師 会 

令和 4 年 4 月 25 日 西区医師会に事業継承にかかる上申書を提出 
令和 4 年 5 月 13 日 西区医師会の役員役員会にて審議 
令和 4 年 5 月 27 日 西区医師会より意見書の交付 

市保健医療審議会 
医療専門分科会 

令和 4 年 7 月 6 日 神戸市医療専門分科会開催予定 

そ の 他 

 

注）地元医師会、市保健医療審議会医療専門分科会については、意見書等を添付すること。 
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新規開設又は増床を行おうとする病院の地域医療介護連携に関する申立書 
 
病院名 協和病院 所在地 兵庫県神戸市西区押部谷町栄 191-1 
電話番号 078-994-1202 二次医療圏域名 神戸医療圏 保健所名 神戸市保健所 

 
１． 病院の特色（提供しようとする医療の内容） 
 

(1) 医療の分野について（対象患者、診療科目等について） 
     内科、循環器内科、外科、消化器外科、整形外科における回復期から慢性期の患者の受

入を行います。外来診療は従前とおり継続し、健康診断や予防接種にも対応します。 
また、更なるリハビリテーションの充実を図ります。在宅・介護サービスとの連携を今

まで以上に強化し、医療介護と切れ目のない医療を提供していきます。 
 
 (2) 医療の専門性について（設備・医療スタッフ等についても記入すること。） 
     既存の設備および医療機器を活用し、回復期・慢性期の医療の提供に必要な医療スタッ

フの配置を行います。また、リハビリテーションの提供体制の充実のため、作業療法士

等を追加採用する予定です。 
 
２．当該診療圏域の状況 
 
 (1) 対象に考えている診療圏について 

二次医療圏域名  区  名 
神戸医療圏 
北播磨医療圏 

西区 
三木市 

 
 (2) 患者の特色及び医療ニーズについて 

当院が属する神戸市西区北部の押部谷地区や隣接する三木市南部には新興住宅地が多く存在

しておりますが、いずれも少子高齢化が進んでおります。このため、現在当院の患者像は回復期

や慢性期が多くを占めており、近年では特に慢性期が増加傾向にあります。 
よって、今後は回復期や慢性期を中心とした医療および在宅・介護サービスと密着した医療の

ニーズが一層高まると推察され、リハビリテーションへのニーズも同様と考えております。 
 

 
 
 (3) 既存の医療機関について、（特に、提供しようとする医療が同じものについて） 

① 病院の状況について 
名    称 病床数 診 療 科 目 役割分担等についての方策 備  考 

広野高原病院 147 床 内科、外科 他 回復期や慢性期医療が必要な患

者を協力して受け入れる。 
 

久野病院 118 床 内科、外科 他 同上  
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ときわ病院 188 床 内科、外科 他 同上  
三木山陽病院 197 床 内科、外科 他 同上  
みきやまリハビリテ

ーション病院 
166 床 脳神経内科、リハビ

リテーション科 他 
同上  

 
  ② 診療所の状況について 
    近隣には内科や整形外科等の多数の診療所が存在、在宅医療に注力されておられる診療所 

も存在します。これらの診療所と必要に応じて連携を図ってまいります。 
 
 (4) 対象に考えている患者の推定数及び将来予測について 

    平均入院患者数 90 人、平均外来患者数 50 人を予定しており、今後の地域の高齢化を鑑

みると更に患者数は増加すると推察しております。 
 

３．地域医療・介護の連携 
 (1) 取り組みたいこと又は、取り組んでいることについて 
    現在の医療機能および在宅・介護・支援機能を生かしつつ、更なる急性期病院および診療

所、在宅・介護事業所との連携の充実を図り、バックベッドとしての役割を果たしていき

たいと考えております。 
また、作業療法士や言語聴覚士を採用し、より充実したリハビリテーションを提供します。 

 
(2) 医療機関との連携 
医 療 機 関 名 内  容 具  体  例 医 療 機 関 名 内  容 具  体  例 
神戸市立西神戸

医療センター 
①③ 回復期・慢性期患者

の受入、救急搬送 
西北クリニック ① 紹介入院 

北播磨総合医療

センター 
① ③ 同上 独立行政法人国立病

院機構 神戸医療セ

ンター 

① 回復期・慢性期患

者の受入 

JCHO 神戸中央

病院 
①③ 同上 神戸市立医療センタ

ー中央市民病院 
①  同上 

大久保病院 ①②③ 
⑤⑥ 

手術患者の紹介、術

後患者の転院受入、

MRI 検査依頼等 

その他 西区・垂水

区・三木市等の病院 
① 紹介患者の受入 

医 療 法 人 財 団 

兵庫錦秀会 神

出病院 

① 内科的疾患患者の

受入、PEG 造設等 
   

〈注〉内容には、次のうちから該当するものの番号を記入すること。 
   ①患者の紹介 ②連絡会の開催 ③後方病院、三次医療を受けもつ病院等への搬送 
   ④共同症例検討会等の開催 ⑤検査の受託と委託 ⑥画像診断等の診療支援 
   ⑦高額医療機器の利用 ⑧オープン病院的な運営 ⑨その他 
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(3) 医療機関以外との連携 
機  関  名 連   携   の   内   容 備   考 

櫻ホーム西神 利用者の緊急時の外来受診・入院受入。施設利用

者の機能回復訓練に関する支援業務(PT 派遣) 
特別養護老人ホー

ム他 
老健ひらの 利用者の緊急時の外来受診・入院受入 介護老人保健施設

他 
フェニックス月が丘ケア

センター 
同上 特別養護老人ホー

ム他 
あさぎりの里 同上 障害者入所施設 
神出シニアコミュニティ 同上 特別養護老人ホー

ム他 
神港園シルビアホーム 同上 特別養護老人ホー

ム他 
〈注〉医療機関以外としては、介護サービス事業所、障害福祉サービス事業所等の社会福祉施設が

考えられる。 
 
 (4) 地域保健医療活動等への参加（住民の健康管理等） 
 
   現在、定期的な参加はなく、各種団体等より依頼があれば医療の有資格者を講師として派遣

している状況です。 
今後は、地域住民に対する健康相談会や体操教室の開催等を通じて、諸活動にも注力してま

いります。 
 
 
４．その他の特記事項 
   当面は現在の診療機能を維持しつつ、患者像や地域のニーズおよび連携先医療機関等からの

ニーズの状況を見極め、当院の地域でのポジションを確認しつつ、診療機能の見直し等（回

復期メインなのか慢性期メインなのか）も視野に入れながら広い視野を持って運営してまい

りたいと考えております。 
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